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そ
れ
で
も
、
任
期
の
最
終
年
度
に
は
、
預

金
残
高
を
15
億
円
ま
で
増
大
さ
せ
る
な
ど
財

政
の
再
建
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
井
上
氏
は
、
第
４
代
の
市
長
と
し
て
、
昭

和
５１
年
か
ら
６３
年
ま
で
の
３
期
１２
年
間
に
わ

た
り
務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
市
の
平
成
２１
年
度
の
預
金
（
基
金
）
残
高

は
約
７４
億
円
あ
り
ま
す
が
、
井
上
氏
の
就
任

当
時
は
、
わ
ず
か
約
６
万
円
。
危
機
的
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
三
井
堰
や
原
田
野

地
区
な
ど
の
ほ
場
整
備
事
業
の
完
了
、
小
野

南
中
学
校
校
舎
の
建
設
、
小
野
工
業
団
地
造

成
事
業
の
推
進
、
ひ
ま
わ
り
園
や
各
会
館
（
現

コ
ミ
セ
ン
）
の
完
成
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
基
盤
整
備
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
平
成
１４
年
か
ら
、
小
野
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
の
最
高
賞
と
し
て
「
井
上
増
吉
賞
」

を
創
設
。
権
威
あ
る
全
国
・
国
際
競
技
会
で

活
躍
し
た
選
手
、
指
導
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
賞
の
名
に
刻
ま
れ
る
井
上
増
吉
氏
は
、

「
広
報
お
の
１１
月
号
」
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
昨
年
１０
月
２４
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
残
さ
れ
た
偉
大
な
功
績
を
振
り
返
り

ま
す
。 

「井上増吉物語」より 

全日本中学校陸上競技大会 
での棒高跳び（昭和8年8月26日） 

同大会でのユニフォーム姿 

跳躍副主任として、審判員を先導 
（前列右、昭和39年東京オリンピック） 

全日本中学校陸上競技大会 
での棒高跳び（昭和8年8月26日） 

同大会でのユニフォーム姿 

跳躍副主任として、審判員を先導 
（前列右、昭和39年東京オリンピック） 

審判中のようす（右） 審判中のようす（右） 

井
上
氏
は
、
昭
和
１５
年
、
戦
争
に
よ
り
開

催
中
止
と
な
っ
た
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
代
表
候
補
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
陸
上
選
手

と
し
て
の
活
躍
は
有
名
で
す
。 

　
県
体
育
協
会
や
兵
庫
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
、

県
高
校
駅
伝
競
走
大
会
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
、

兵
庫
陸
上
界
の
土
壌
づ
く
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
長
就
任
後
も
市
体
育
協
会
会
長
、

財
団
法
人
県
体
育
協
会
名
誉
副
会
長
と
し
て

県
や
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
大
い
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
野
高
校
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
会
「
赤
蜻
蛉
会
」

の
幹
事
長
・
長
谷
川
雅
清
さ
ん
は
、「
昭
和
８

年
、
井
上
氏
自
ら
考
案
さ
れ
た
『
赤
蜻
蛉
』

の
マ
ー
ク
を
胸
に
全
国
大
会
で
４
種
目
優
勝

を
果
た
さ
れ
た
。
以
来
『
赤
蜻
蛉
』
は
、
小

野
高
校
陸
上
部
の
部
章
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。」

と
コ
メ
ン
ト
。
ま
た
今
回
、
小
野
市
ス
ポ
ー

ツ
賞
表
彰
式
で
井
上
増
吉
賞
を
受
賞
さ
れ
る

小
林
祐
梨
子
さ
ん
は
、「
井
上
さ
ん
の
後
輩
の

方
々
が
今
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
も
、
井
上

さ
ん
の
ご
功
績
や
市
政
に
対
す
る
献
身
的
な

姿
勢
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
も
こ
れ
か
ら
目
標
に
向
か
っ
て
、
よ
り
一

層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
誓

わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
 

  

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 ２
種
目（
走
り
幅
跳
び
・
三
段
跳
 

び
）優
勝
 

　
 

　
 三
段
跳
び
優
勝
 

大
正
３
年
８
月
２１
日
に
現
在
の
小
野
市
古
川
町
 

（
加
東
郡
福
田
村
古
川
）
で
出
生
。
 

【
学
歴
】
 

小
野
町
立
小
野
尋
常
高
等
小
学
校
 

兵
庫
県
立
小
野
中
学
校
（
現
小
野
高
校
）
 

日
本
大
学
予
科
文
科
 

 

日
本
大
学
商
経
学
部
経
済
学
科
卒
業
 

【
公
選
職
歴
】
 

昭
和
５１
〜
６３
年

小
野
市
長
就
任
（
３
期
１２
年
間
）
 

  

【
受
賞
歴
（
抜
粋
）】
 

昭
和
３４
年
 
日
本
陸
上
競
技
連
盟

秩
父
宮
賞
 

  

昭
 和
４１
年
 
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
 

 
 

昭
和
５３
年
 
社
会
体
育
功
労
賞
（
文
部
大
臣
賞
）
 

昭
和
６０
年
 
日
本
陸
上
競
技
連
盟

有
功
賞
 

 

 
 

  

昭
和
６２
年
 
兵
庫
県
知
事
表
彰
（
自
治
功
労
）
 

 

平
 成
 元
 年
 
勲
四
等
瑞
宝
章
（
地
方
自
治
功
労
）
 

 
 

平
成
８
年
 
神
戸
新
聞
社
 

 
 
  

平
和
賞
 

【
陸
上
競
技
歴
（
抜
粋
）】
 

昭
和
８
年
　
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
 

昭
和
１３
年
　
日
本
選
手
権
（
日
本
大
学
所
属
）
 

昭
和
１１
年
　
日
本
選
手
権
（
日
本
大
学
所
属
）
 

あ

か

と

ん

ぼ

か

い

 

一
人
で
７
種
目
に
出
場
し
、

１
０
０
ｍ
・
棒
高
跳
び
・
三

段
跳
び
・ 

走
り
幅
跳
び
で
優
勝
。

旧
県
立
小
野
中
学
校（
現
小
野

高
校
）を
総
合
優
勝
に
導
く
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  １４
時
か
ら
 

１５
時
か
ら
 

　
表
彰
式
終
了
後
に
は
、
小
椋
久
美
子
さ
ん
に
よ
る
バ
 

ド
ミ
ン
ト
ン
の
実
技
指
導
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
 

す
。
か
っ
て
は
、
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
潮
田
玲
子
さ
ん
と
 

の
名
前
を
あ
わ
せ
た
通
称
「
オ
グ
シ
オ
」
で
名
を
馳
せ
 

た
小
椋
さ
ん
で
す
が
、
現
在
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普
 

及
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
観
覧
く
だ
さ
 

い
。
 

○ 

スポーツ選手賞（33人） 

門脇  創一 （神戸特別支援学校教員）  ウエイトリフティング 
小林祐梨子（岡山大４年） 陸上競技 

見附  絵莉（三木東高３年） ウエイトリフティング 
坂本  賢太（旭丘中３年） 卓　球 
中川  広希（旭丘中３年） 硬式野球 

大塚  幹典（小野高校教諭） 空手道 
管野  大輔（小野中教諭）  柔　道 
西村  政朗（河合中教諭）  軟式野球 
小西  一哉（小野ボーイズ監督） 硬式野球 
藤原  浩之（イルソーレ小野監督） サッカー 
下山  和久（小野小教諭） 陸上競技 
橋本  裕介（小野小教諭） 陸上競技 
田中  康善（小野小教諭） 陸上競技 
坂本  慎吾（小野小教諭） 陸上競技 
園田  達也（小野東スポーツ少年団指導者） 少年野球 
片岡  晋作（小野東スポーツ少年団指導者）   少年野球 
園田  直也（小野東スポーツ少年団指導者）   少年野球 

中上  佐代子（主婦）   ボウリング 
新井  君子　（小野起生園） 陸上競技 
門脇  佳世　（のじぎく特別支援学校教員） ウエイトリフティング 
国井  眞紀　（小野高３年） 陸上競技 
加古  裕美子（小野高３年） 空手道 
柴　  克博　（小野工業高２年） 少林寺拳法 
佐々木  駿成（小野高１年） 陸上競技 
岡田  真衣　（小野高１年） 水　泳 
渡部  健士朗（イルソーレ小野） サッカー 
笠松  稜司　（アルゴスイミングスクール） 水　泳 
岡田  聖女　（アルゴスイミングスクール） 水　泳 
岡田  大希　（小野中３年） 柔　道 
光明  駿 　  （小野中２年） 柔　道 
藤原  秀朗　（小野中２年） 水　泳 
松井  海斗　（小野中１年） 柔　道 
長井  達也　（小野中１年） 柔　道 
上村  宗平　（旭丘中１年） 陸上競技 
冨田  雅之　（小野小６年） 陸上競技 
冨田  博之　（小野小６年） 陸上競技 
久保  優輝　（小野東小６年） 陸上競技 
井上  蓮　　（中番小６年） 陸上競技 
面田  瑛奎　（下東条小６年） 卓　球 
稲岡  宏陽　（小野小５年） 陸上競技 
山田  秀勝　（市場小５年） 陸上競技 
友定  聖征　（小野南中教諭） ソフトボール 
大月  基嗣 　（団体職員）  ソフトボール 
藤本  祐基　（八洲学園高３年） 柔　道 
岡本  真紀  （神戸野田高３年） ソフトボール 
下岡  大輝　（育英高２年） 柔　道 
山本  大志　（三木高２年） 陸上競技 
村田  祐基　（西脇北高２年） 陸上競技 
森本  新菜　（夙川学院高２年） 陸上競技 
坂本  竣　　（小野東小4年） 柔　道 

小野高校女子空手道部 空手道 
イルソーレ小野フットボールクラブ サッカー 
小野ボーイズ硬式野球チーム 硬式野球 
小野中学校男子柔道部 柔　道 
河合中学校男子野球部 軟式野球 
小野東スポーツ少年団野球部 少年野球 
小野小学校男子リレーチーム 陸上競技 
アルゴスイミングスクール男子リレーチーム 水　泳 

井上増吉賞（2人） 

スポーツ大賞（3人） 

スポーツ勲功賞（12人） 

スポーツ選手賞（8団体） 

  

�

昨
年
中
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
方
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
、

ま
た
は
優
秀
な
選
手
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
指
導
者
に

「
小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
を
贈
り
、
表
彰
し
ま
す
（
下

記
参
照
）。
ま
た
、
小
野
市
体
育
協
会
賞
（
ス
ポ
ー
ツ

奨
励
賞
）
も
併
せ
て
表
彰
し
ま
す
。 
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2期目 

4期目 
戸
数
が
少
な
い
地
域
で
、
な
り
手

も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
も
う
４
期
目

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
協
力

員
さ
ん
の
協
力
も
あ
っ
て
一
人
で
は

で
き
な
い
こ
と
も
す
る
こ
と
が
で
き

大
変
助
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

こ
の
た
び
の
一
斉
改
選
か
ら
年
齢

要
件
が
引
き
あ
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

も
う
一
期
や
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ

れ
ま
し
た
。 

地
域
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
高
齢

化
も
進
む
な
か
で
、
自
分
が
や
ら
な

け
れ
ば
…
と
思
い
引
き
受
け
ま
し
た
。 松田正男さん（阿形町） 

藤田津根子さん（池尻町） 

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
核
家

族
化
や
単
身
世
帯
の
増
加
、
家
族

意
識
の
変
容
な
ど
が
進
む
な
か
、

地
域
社
会
に
は
様
々
な
生
活
課
題

が
あ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
へ
の
期
待
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
責
任
の
重
さ
か
ら
敬
遠
さ

れ
全
国
的
に
各
委
員
の
引
き
受
け

手
が
不
足
し
欠
員
が
あ
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。
小
野
市
で
は
定
数
（
１

０
７
人
）
ど
お
り
の
方
々
が
、
昨

年
１２
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
３
年
間
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
福
祉
の
相
談
相
手

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。
相
談
に

関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
地
域
福
祉
の
推
進
の
た

め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
民
生
委
員
活
動

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 ▼
問
い
合
わ
せ
先
 

　
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
 

　（
�

 
１
０
１
１
） 

◯ 63

小野西・東地区 
上本町   横山 志郎 

井上 さち 
本町 　野 茂 
  
本町一丁目 冨田 照代 
西本町・本陣山 近都 征二 
東本町 萩原 光  
丸山町 藤本 沙智子 
上新町 杼元 英子 

榎本 カツ子 
神明町 池田 めばゑ 

塚脇 純子 
神明団地 藤原 浩 
神明町分譲地   小紫 まり子 
垂井町 東　  美 
中町・向山 横山 健次 
  藤本 喜三 
天神町 市橋 進 
天神東ケ 丘・ 天神宿舎   甲斐 圭子 
日吉町 岸本 龍雄 
長尾町 岡田 　三  
栄町 増田 昭二 
大開町 清水 富男 
浄谷町 藤本 峯生 
浄谷市住・県住・分譲地   中田 豊 
黒川町・黒川宿舎   井場 惠一 

松本 ふみ子 
葉多町 井上 了 
久茂町 芝本 良祐 
下大部町 橋本 勇己 
片山町 千石 勝利 
片山宿舎 豊田 千賀子 
田園町 櫻井 啓二 
北丘町 　下 佐代子 
小野ニュータウン   松枝 一彦 

森井 稔明 

高田町 廣　 早苗 
喜多町 友定 政一 
鹿野町 冨田 幸彦 
敷地町 原田 道彦 
住永町 岡田 健治 
王子町・高杉団地   畠中 正八 
中島町・小野宿舎・ 
敷地団地 河島  喜 
広渡町 小東 洋子 
  小東 秀敏 
古川町 井上 基 

中谷町 出井 輝昭 
脇本町 藤川 陽治 
万勝寺町 難波 工 
池田町 岸本 一夫 
小野平 藤原 末敏 
曽根町 田中 猛雄 
小田上町 尾 幸夫 
小田下町 山畠 利治 
  服部 信良 
船木町 藤原 哲郎 
福住町 前田 悦夫 
中番町 井上 靖明 
菅田町 井岡 幹夫 
住吉町 田中 豊美 
ひまわりタウン   飯井 安子 
久保木町 甲山 克久 
高山町 渡邊 敏彦 

小野東小学校 多鹿 節子 
小野小学校 伊藤 美千子 
河合小学校 稲継 美代子 
来住小学校 藤本 真理 
市場小学校 大西 笑美子 
大部小学校 棚倉  代 
中番 ・ 下東条小学校 藤原 加代子 

黍田町 横山 豊和 
下来住町 藤岡 正昭 

横山 真由美 
  住本 祐子 
来住町・福甸町 吉田 眞輝 

住本 一夫 
阿形町 松田 正男 
西脇町 田 清和 

復井町 小澤 正 
西山町・桜台 藤井 栄子 
青野ヶ原町 藤原 嘉人 

木田 佳子 
河合中町 泰　貢 
  小堀 好信 
河合西町 冨田 悦子 
新部町・南青野   岩本 明子 
新部町 森本 英規 

田中 秀昭 
旭町 寺田 佐和子 
昭和町 山本 勉 
三和町 小林 雅子 
粟生町 朝田 茂美 
粟生町・粟生宿舎   山中 裕介 
粟生町・グリーンハイツ   佐伯 しげ子 

松尾 正雄 

市場町 
 
樫山町 
榊町・匠台 
大島町（西） 
大島町（東） 
大島町（中） 
山田町 
二葉町 
池尻町 
 
育ヶ丘町 

近藤 　子 
田中 惠美子 
上田 寛子 
山本 登志子 
稲田 ふくみ 
松尾 正明 
田中 貢 
松尾 大 
松尾 和彦 
藤田 津根子 
永井 
大須賀 郁雄 
中　 康博 
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●福祉に関する心配ごとや相談を受け、
その解決のお手伝い 
●ひとり暮らしの高齢者への声かけ・安
否確認などの見守り活動や健康状態・
世帯状況などの調査 
●福祉に関する情報提供や関係行政機関
などへの連絡 
●ボランティアグループなどと連携した
地域福祉活動 

●いじめ・不登校問題の相談や児童虐待   
の早期発見・対応に向けて学校や市役
所など関係機関との連携 
●児童委員との連携による、問題を抱え
る児童・家庭などへの相談援助 

民生委員・児童委員は、お年寄りの
方や体の不自由な方など、皆さんが安
心して暮らせるように、それぞれの担
当の地域で、ボランティアで高齢者の
介護や健康・医療、子育てに関するこ
との相談に応じたり、専門機関を紹介
したりします。 

高齢になり、ひとり暮らしで心細い… 
赤ちゃんのことで、身近なアドバイスがほしい… 
福祉サービスについて知りたい… 
生活費や医療費について相談したい… 

　すべての民生委員は、児童委員も兼
ねていて、子どもや子育て中の家庭に
係わる福祉についても担当しています。 
また、民生委員のなかには、地域の
子どもに関する問題を専門に担当して
いる「主任児童委員」もいます。 

ひとり暮らしの高齢者を狙った悪徳
商法の被害防止、家庭内暴力、引きこ
もりやいじめに関する相談、認知症高
齢者のケア、アフタースクールなどへ
の協力、災害時の安否確認など、民生
委員の活動は、多様になってきています。 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

1,480 

2,131 2,216 

17年度    　18年度　   19年度　    20年度　    21年度 

（件数） 相談・支援件数 

2,714 

3,679 
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　子育てに役立つ情報を携帯
電話へメール配信しています
（昨年10月から）。 

　 　子育てを社会全体で支援し、 
安心して子どもを産み育てる 
ことができる子育て支援活動 
の拠点として、平成14年8月 
に開館。 

●場所　 ひまわりの丘公園に隣接 
●利用料 　無料 
●開館時間 　9：30～17：30 
●休館日 　年末年始 

定期清掃 日 （ 年2日） 

↑ 配信登録用QRコード ↑ サイト検索用 
QRコード 

●利用料　無料（通信料自己負担）
●問い合わせ先　子育て支援課 
�（�　1645） ◯ 63

（市 内 1 4 保育所 ） 

           

子育て中の親子が集まり、
子どもを遊ばせながら情報交換。
そんな出会いと交流の場が「子
育てサロン」です。 
お住まいの小学校区のサロ
ンにご参加ください。 
●対象　0歳～保育所（幼稚園）
就園前の子どもと保護者 
●活動日　月2回（午前中） 
●活動場所　各コミセン 
●問い合わせ先　 
　おの育児ファミリーサポー
トセンター 
　（�　 3611） 

親子が気軽に集い、仲間づ
くりを通して、子育ての悩み
を解決したり互いに情報交換
できる場を、保育所・児童館
などの施設で提供しています。 
まちの子育てひろば開設予
定表はこちらから 
　　　　　　  
 
 
 
●問い合わせ先　社会福祉協 
　議会（�　 2575） 

子育ての応援を依頼したい方
と協力をしていただける方が会
員となって、育児を助け合う活
動です。平成16年 7月に事業を
開始して現在会員は769人です。 
●活動例　冠婚葬祭時の預かり、
保育所・習い事の送迎など。 

●利用料　600円（平日1時間
当たりの基準額） 
●問い合わせ先 
　おの育児ファミリーサポー
トセンター 
　（�　 3611） ◯ 63

妊娠中のことから 18歳まで
の子どもに関する養育上の悩
みや心配ごとについて、2人の
家庭児童相談員が相談に応じ
ます。 
●相談内容　家庭での子育て
やしつけ、家庭の事情によ
る養育上の相談、非行や虐
待の相談・通告。 

●相談方法　面談・電話 
●相談場所　子育て支援課 
●受付日時　 
●相談費用　無料 

保護者の事情により緊急・
一時的に家庭での保育が困難
な場合に、一時的、継続的に
保育を行います。 
●対象　概ね1歳から就学前 
　の児童 
●利用料　別途必要 
●問い合わせ先　各保育所へ 

子育て親子が気軽に利用で
きる交流の場として園庭を開
放し、子育てに関する相談や
情報提供をしています。 
●対象　保育所に入所してい
ない就学前の児童と保護者 
●利用料　別途必要 
 

保護者の就労形態が多様化
している中で、安心して子育
てができる環境をつくるため
日曜日・祝日などの保育を実
施しています。 
●対象　保育所入所中の児童 
●利用料　別途必要 

◯ 63 ◯ 63

◯ 62◯ 66

（空メ－ル送信アドレス） 

◯ 63◯ 63

平日9：00～ 17：00 
 

↑
 

※ 
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仕
事
と
育
児
の
両
立
を
は
じ
め
、
保
護
者
が
ゆ
と
り
を
持
っ

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
応
援
し
ま

す
。
会
員
は
、
依
頼
会
員
（
応
援
が
必
要
な
方
）、
協
力
会
員

（
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
）
と
両
方
会
員
（
依
頼
・
協
力
会
員

の
両
方
を
兼
ね
る
方
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ファミサポに登録され、お互いのお子さんを預かっておられる井上
さん（黒川町）と末廣さん（天神町）のご家庭を取材しました。 

写真左から 
井上  恵美さん 
　　  隼佑君（小2）・愛美さん(小4） 
右から 
末廣  陽子さん 
　　  奈央さん(小1） 

え　み 

な　お 

よ う こ  

しゅんすけ あ　み 

取材に緊張してか、ひとりで 
遊ぶ隼佑君 
 

井上恵美さんからのコメント 
井上さん宅に預けられた奈央さんは、 
愛美さんとビーズ遊び 

奈央さんのお母さんがお迎えに…玄関でバイバイ 

末廣陽子さんからのコメント 
　子どもが２歳のときに、依頼会員として 
登録しました。知り合いを増やすことで、 
自分の子どもを見守ってくださる方が増え 
るというメリットもあると思い、子どもの 
様子をみながら利用してきました。 
　現在は、子どもも１年生になり余裕がで 
てきたので、これまでの恩返しも兼ね、依 
頼も受ける両方会員として活動しています。 

　最初は、短時間の預かりを依頼するなど 
して、依頼先との子どもの相性を確かめ、 
子どもが安心して居られる依頼先を見つけ 
ておくのがいいと思います。 

玄関でバイバイのはずが…遊び再開 

翌日は、末廣さん宅で、愛美さん隼佑君の預かり 

　子どもも小学生になると、知らない家庭 
に預けられることに、抵抗があったようです。 
ただ、うちの場合は、末廣さんのお子さん 
を小さい時から預かっていて、子ども同士 
が仲良くなっていたため、子どもだけで留 
守番させるのはちょっと不安だなと思うと 
きは、末廣さんによくお願いしています。 
　ファミサポを通して出会った方とのつな 
がりが、困った時の強い味方になります。
　 

※
フ
ァ
ミ
サ
ポ
＝
お
の
育
児
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 



 

平
成
２３
年
４
月
か
ら
の
税
率
改

正
案
は
、
資
産
割
を
の
ぞ
い
た
所

得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
に
つ
い

て
改
正
す
る
予
定
で
す
（
表
２
）。 

市
で
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
す
る
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
に
お
い
て
、
今
後
の
国
民
健

康
保
険
の
適
正
な
運
営
、
医
療
費

の
健
全
化
に
向
け
て
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
検
討
を
重
ね
て
き
た

も
の
を
２
月
に
開
催
す
る
協
議
会
で
、

集
約
し
、
税
率
改
正
案
な
ど
を
最

終
決
定
す
る
予
定
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
の

健
康
を
支
え
る
大
切
な
制
度
で
す
が
、

そ
の
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。 

医
療
費
の
増
加
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
皆
さ
ん
お
一
人
お
ひ

と
り
が
積
極
的
な
生
活
改
善
で
健

康
を
維
持
す
る
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
医
療
費
を
節
約
し
ま
し

ょ
う
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
民

健
康
保
険
係
（
�

　
１
４
６
９
） 
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近
年
は
、
被
保
険
者
数
が
１
３，
５
０
０
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
も
の

の
、
高
度
な
医
療
の
増
加
、
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
総
医

療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
１
）。 

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら

同
保
険
事
業
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
基
金
の
残
高
も
、
渇
枯
す

る
状
態
に
あ
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
２
）。 

そ
こ
で
、
安
定
し
た
保
険
運
営
を
継
続
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
検
討
を
重
ね
、
平
成
２３
年
度
か
ら
の
税
率
改
正（
案
）を
３
月

定
例
市
議
会
に
上
程
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

平
成
１６
年
度
以
降
、
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
税
の
値
上
げ
を
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
近
隣

市
で
は
、
２
〜
３
回
の
改
正
を
行

っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。 

◯ 63

18年度　　 20年度　 21年度　 22年度　 23年度 

35.6 
38.8 

40.5 42.9 43.2 44.0 

13,599 13,507 13,560 13,262 13,245 13,400 

（億円） 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

0 

4,000 

8,000 

12,000 

16,000 

20,000 

19年度 

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 　 22年度 

3.4 3.3 

2.0 

0.01 0 

（億円） 

0 

1 

2 

3 

4 

2.5 

※改正があった年度を「○」で表示 

  

小野市   

西脇市       

三木市     

加西市       

加東市（合併時から記載）   

16年度 

○ 

ー 

○ 

ー 

17年度 

ー 

○ 

○ 

○ 

18年度 

ー 

ー 

ー 

ー 

19年度 

ー 

ー 

ー 

○ 

ー 

20年度 

ー 

ー 

○ 

○ 

○ 

21年度 

ー 

○ 

ー 

ー 

○ 

22年度 

ー 

○ 

ー 

ー 

○ 

　 市   本年度税額合計 
小野市 308,700円 

三木市 331,200円 

加西市 341,600円 

西脇市 349,700円 

加東市 365,900円 

4人家族（40歳代の夫・妻、子ども2人） 
総所得額200万円、固定資産税額5万円 

  

    所得割   資産割   均等割     平等割   
改正前 5.75％ 7.50％ 19,500円 21,500円 

医　療　分 

介　護　分 

  改正後 6.25％ 7.50％ 22,500円 21,500円 
増減 ＋0.50％ －　 ＋3,000円 －　 

  改正前 1.80％ 1.50％ 7,000円 6,000円 
改正後 2.19％ 1.50％ 7,500円 6,200円 
増減 ＋0.39％ －　 ＋500円 ＋200円 
改正前 1.40％ 1.50％ 7,800円 5,000円 
改正後 2.04％ 1.50％ 8,800円 5,000円 
増減 ＋0.64％ ー　 ＋1,000円 －　 

（人） 

 

後期高齢者 
支 援 金 分 
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乳
が
ん
は
、
日
本
人
女
性
が
か
か
る
が
ん
の
中

で
最
も
数
が
多
く
、
現
在
約
２０
人
に
１
人
が
乳
が

ん
を
経
験
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
の

治
療
技
術
は
進
歩
し
ま
し
た
が
、
大
切
な
胸
を
失

っ
た
女
性
の
心
に
は
深
い
傷
跡
が
残
り
ま
す
。
私

た
ち
形
成
外
科
医
は
、
失
わ
れ
た
胸
を
作
り
な
お

す
（
〝
再
建
す
る
〞
と
言
い
ま
す
）
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

再
建
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
手
術
の
と
き
に
同
時

に
再
建
す
る
場
合
と
、
手
術
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か

ら
再
建
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
い
つ
再
建
す
る

の
が
良
い
の
か
」
は
、
患
者
様
の
状
況
や
考
え
方
と
、

手
術
を
す
る
外
科
の
医
師
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。 

乳
が
ん
の
患
者
様
は
、
命
に
関
わ
る
怖
い
病
気

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、
大
切
な
胸
を

失
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
本
当
に
苦
し
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
。 

県
内
で
乳
房
再
建
を
行
っ
て
い
る
病
院
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
の
治
療
は
落
ち
着
い
た
け

れ
ど
、
胸
を
な
く
さ
れ
て
苦
し
ん
で
い
る
方
、
ま

だ
手
術
を
受
け
る
気
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
お
話

だ
け
で
も
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
、
ま
さ
に
こ
れ

か
ら
乳
が
ん
と
闘
お
う
と
さ
れ
て
い
る
方
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
乳
房
再
建
手
術
の
経
験
を
持
つ
田
原
真
也

医
師
の
外
来
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

２
月
１４
日
か
ら
、
毎
月
第
２
月
曜
日
の
午
前
中

に
乳
房
再
建
外
来
を
行
い
ま
す（
完
全
予
約
制
）。
ご

希
望
の
方
は
形
成
外
科
外
来
へ
お
電
話
く
だ
さ
い

（
代
表
�

　
２
０
２
０
）。 

手
術
方
法
は
大
き
く
分
け
る
と
２
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
お
腹
や
背
中
の
ヒ
フ
・
筋
肉
・
脂
肪
な

ど
自
分
の
体
の
一
部
を
利
用
し
て
胸
を
再
建
す
る
方

法
、
も
う
ひ
と
つ
は
シ
リ
コ
ン
な
ど
の
人
工
物
で
再

建
す
る
方
法
で
す
。
人
工
物
で
再
建
す
る
時
は
、

ま
ず
組
織
拡
張
器
と
い
う
装
置
を
胸
の
筋
肉
の
下

に
入
れ
て
、
風
船
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
膨
ら
ま
せ

て
胸
の
下
に
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
あ
と
か
ら
人
工

乳
房（
シ
リ
コ
ン
や
生
理
食
塩
水
の
バ
ッ
ク
）に
入

れ
替
え
ま
す
。 

一
番
心
配
な
の
は
、「
再
発
し
て
も
わ
か
り
に
く

く
な
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
人
工
乳
房
は
筋
肉
の
下
に
入
れ
る
の
で
、

も
し
乳
が
ん
が
再
発
し
て
も（
通
常
、
再
発
は
ヒ
フ

の
下
、
筋
肉
の
上
に
起
こ
り
ま
す
）発
見
し
に
く
く

な
る
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

自
分
の
組
織
で
再
建
す
る
方
法
で
は
、
胸
を
筋

肉
や
脂
肪
で
覆
っ
て
し
ま
う
た
め
再
発
が
少
し
見

つ
け
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
良
い
点
、

悪
い
点
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
と
相
談
の
う
え
慎

重
に
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 約2年ぶりに当院に戻ってまいり

ました。当院で働いていた頃の勘
を早く取り戻し、少しでも皆様の
お役に立てるよう頑張りたいと思
います。よろしくお願いします。 

組織拡張器 人口乳房に 
入れ替え 
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18級からスーパー級 
6級から1級 
20級から1級 
9級からスーパーＥ級 
初級・中級・上級 
初級・中級・上級　 

小学校漢字 
中学校漢字 
小学校計算 
中学校計算 
スピード計算 
音 読  
※各級を合格された方には、合格認定書を 
　送付します。 

白雲谷温泉ゆぴか（黍田町1000番地の1） 
�　 0261 
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで） 
◯ 70
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ゆぴかでは、毎月26日を「風呂の日」としてイベントを実
施しています。 
 
①入浴ポイントが2倍に！ 
②ソフトクリームを200円均一で提供！ 
③マッサージを利用された方は、次回ご利用時お使いい  
ただける「マッサージ10分間延長券」をプレゼント！ 

入浴後に「のぼせた～」ってことはありませんか？ 
「のぼせ」とは、入浴中、入浴後に頭や顔がほてり、気分が悪
くなったり、めまいを起こして倒れたりする症状です。「のぼ
せ」を防ぐ方法として次の5点に注意しましょう。 
 
①入浴前に十分な水分補給をする。 
②十分なかけ湯をする。 
③ゆっくり入り、ゆっくり出る。 
④頭には冷たいタオルをのせる。 
⑤一気に長湯をせず、分割浴をする。 
　 
原因は一人ひとりさまざまです。のぼせやすい方は十分に注意
し、上手に温泉をお楽しみください。 

　夜間における犯罪の防止と通行の安全をはかり、安全で
安心して暮らせるまちづくりを推進するため、市では防犯
灯の設置事業を行っています。 

　各自治会の申請をもとに調査のうえ、防犯灯を設置します。
維持管理は各自治会にお願いしています。 
設置要件 
①不特定多数の方が夜間通行し、防犯上設置が必要と思われる
道路。 
②30ｍ以内に道路照明灯など他の照明器具がない。 
③関西電力㈱の電柱から電気引き込みが可能な場所。 
申請方法　 
　自治会内で協議のうえ、区長（自治会長）と防犯協会支部長の
連名で、必要書類とともに申請書を提出してください。 

申請書配布・提出先・問い合わせ先 
防災・地域安全グループ（�　 ３３８７） ◯ 63

電鉄小野駅周辺駐輪場に設置した防犯灯 

 

設置例 

今
日
も
合
格
？
（
図
書
館
で
） 

○ �
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市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
を
図
る
た
め
、
８
種
類
に
分

別
収
集
し
て
い
ま
す
。
使
い
捨
て

ラ
イ
タ
ー
は
「
可
燃
ご
み
」
と
し
て
、

ス
プ
レ
ー
缶
は
「
空
き
缶
・
小
物

金
属
類
」
と
し
て
搬
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ

ー
缶
な
ど
の
引
火
性
危
険
物
を
、

中
身
が
残
っ
た
ま
ま
ご
み
に
出
す
と
、

火
災
や
破
裂
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
、
危
険
で
す
。 

安
全
な
ご
み
収
集
の
た
め
、
次

の
搬
出
方
法
に
し
た
が
っ
て
、
搬

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

炊
飯
器
の
保
温
は
、
４
時
間
ま

で
が
目
安
。
４
時
間
を
超
え
る
と

保
温
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
、

電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
な
お
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
方
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。 

【
炊
飯
器
の
場
合
】 

３
合
炊
い
て
、
残
り
１.５
合
を
４
時

間
保
温
す
る
と
…
 

①
缶
を
振
り
、
中
身
が
残
っ
て
い

る
か
確
認
す
る
（
残
っ
て
い
る

と
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」
音
が
す
る
）。 

②
周
囲
に
火
気
の
な
い
風
通
し
の

よ
い
屋
外
で
、
シ
ュ
ー
ッ
と
い

う
音
が
し
な
く
な
る
ま
で
ス
プ

レ
ー
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
中
身

を
出
し
切
る
。
ま
た
は
、
中
身

排
出
機
構
、
残
ガ
ス
排
出
機
構

の
キ
ャ
ッ
プ
、
ボ
タ
ン
な
ど
を

使
い
、
中
身
を
出
し
切
る
。 

③
キ
ャ
ッ
プ
と
ス
プ
レ
ー
缶
を
分

別
し
、
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
は
「
可

燃
ご
み
」、
ス
プ
レ
ー
缶
は
「
空

き
缶
・
小
物
金
属
類
」
と
し
て

搬
出
し
て
く
だ
さ
い
（
分
離
が

困
難
な
場
合
は
、
無
理
に
外
す

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。 

 

例
年
、
ア
パ
ー
ト
入
居
・
退
去

が
多
く
な
る
こ
の
季
節
、「
退
去
時

に
家
主
か
ら
の
思
わ
ぬ
原
状
回
復

費
用
の
請
求
を
受
け
た
」
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら

な
い
よ
う
、
左
記
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。 

【
2
月
の
出
前
相
談
】 

（
要
予
約
�

　
１
６
８
６
） 

●
２
月
９
日
（水）
 

　
コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の
 

●
２
月
２３
日
（水）
 

　
コ
ミ
セ
ン
い
ち
ば
 

い
ず
れ
も
１３
時
３０
分
か
ら
１６
時
 

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

①
周
囲
に
火
気
の
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。 

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
、
着

火
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
吹
き
消
す
。 

③
押
し
下
げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー
を
、

輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー

プ
な
ど
で
固
定
す
る
。 

④
「
シ
ュ
ー
ッ
」
と
い
う
音
が
聞

こ
え
れ
ば
、
ガ
ス
が
噴
出
し
て

い
ま
す
（
聞
こ
え
な
い
場
合
は
、

炎
調
整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス
方
向

に
動
か
す
）。 

⑤
そ
の
状
態
の
ま
ま
、
周
囲
に
火

の
気
の
な
い
、
風
通
し
の
よ
い

屋
外
に
半
日
か
ら
１
日
置
く
。 

⑥
放
置
後
、
着
火
操
作
を
し
て
、

火
が
着
か
な
け
れ
ば
ガ
ス
抜
き

は
完
了
。 

⑦
「
可
燃
ご
み
」
と
し
て
搬
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

３
０
０．
６
０
wh
 

↓
　
電
気
代
　
約
６
・
６
１
円 

【
電
子
レ
ン
ジ
の
場
合
】 

３
合
炊
い
て
、
残
り
の
１.５
合
を
電

子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
と
… 

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
お
試
し
く
だ

さ
い
。 

《
参
考
》 

兵
庫
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
 

エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０

１
１
よ
り
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
グ

ル
ー
プ
（
�

　
１
６
８
６
） 

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

２
９
５．
２
７ 
wh
 

↓
　
電
気
代
　
約
６
・
５
０
円 
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《
契
約
前
》 

契
約
書
・
重
要
事
項
説
明
書
を

読
み
、
原
状
回
復
に
関
す
る
負
担

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

特
に
、
過
剰
な
借
主
負
担
が
あ

る
場
合
は
、
契
約
条
項
の
変
更
を

求
め
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。 

《
入
居
前
》 

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

入
居
前
の
確
認
が
大
切
で
す
。 

写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
記
録
を

残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

《
退
去
前
》 

借
主
の
故
意
・
過
失
・
管
理
不

十
分
に
よ
る
破
損
な
ど
の
原
状
回

復
費
用
は
、
借
主
の
負
担
と
な
り

ま
す
（
た
ば
こ
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る

破
損
・
汚
損
も
含
む
）。 

ま
た
、「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
国
土

交
通
省
よ
り
）」
は
、
費
用
負
担
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
裁
判
例
な
ど

を
考
慮
し
、
一
般
的
な
基
準
を
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

一
読
し
た
う
え
で
、
家
主
と
の
立

ち
会
い
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。 

 
市
で
は
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
困
り
の
際
は
小
野
市
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
�

　
１
６
８
６
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
◯ 63◯ 63
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税
金
（
確
定
申
告
）
 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
場
合
で
、
利
用
料
の
領
収
書
に

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
金
額

が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
医

療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
要
介
護
者
の
お
む
つ
代
は
、

医
師
の
証
明
に
よ
り
、
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
2
年
目
以
降
で
、

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
要
介
護
認
定
者
は
、
市
長
が

交
付
す
る
「
お
む
つ
使
用
の
確
認
書
」

に
よ
り
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
 

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係（
�

　

１
５
０
９
） 

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す（
申
請
方
法
は

上
段
に
記
載
の
と
お
り
）。 

介
護
保
険
で
要
介
護
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者（
６５
歳
以
上
）の
う
ち
、

「
寝
た
き
り
状
態
が
半
年
以
上
継
続

し
て
い
る
」、「
認
知
症
が
重
度
で
あ

る
」
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
方
に
対

し
て
、
所
得
税
や
市
県
民
税
の
障
害

者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。 

▼
申
請
方
法
　
高
齢
介
護
課
備
え
付

け
の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
提
出
く
だ
さ
い（
介
護
保

険
証
と
印
か
ん
も
必
要
）。 

※
交
付
ま
で
に
数
日
を
要
す
る
た
め

余
裕
を
持
っ
て
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
要
介
護
認

定
者
で
も
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
な
ど
を
所
持
さ
れ
て

い
る
方
は
、
改
め
て
認
定
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

納
め
た
介
護
保
険
料
は
、「
社
会

保
険
料
控
除
」
と
し
て
控
除
で
き

ま
す
。
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
１

年
間
に
納
め
た
額
が
対
象
で
す
。 

【
注
意
】
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら

納
め
ら
れ
て
い
る
場
合
（
特
別

徴
収
） 

被
保
険
者
本
人
の
み
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 ◯ 63

ご自宅などのパソコンを利用して「確定申告書作成コーナー」で「申告書」が作成できます！ 
「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って金額などを入力すると税額などが自動計算され、 
所得税、消費税の申告書や青色申告決算書などが作成できます。 
以下の方法で税務署へ提出してください。 

e-Taxで申告等データを送信する際には、電子署名を
行っていただく必要があります。事前に市民課で住
基カードを取得し、公的個人認証サービス（電子証
明書）を受けてください（500円が必要）。 

ICカードリーダライタ（3,000円程度）を購入し、パ 
ソコンに接続してください。 
 

初期登録を含む一連の操作で確定申告書の作成から送 
信まで行うことができます。 

最高5，000円の税額控除を受けることができます。 
（平成19年分から平成22年分の間でいずれか1回だけ） 

添付書類の提出または提示を省略できます。 

還付金を早く受け取ることができます。 

詳しくは、国税庁のホームページへ 
www.nta.go.jp
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確
定
申
告
と
は
、
昨
年
１
月
１

日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
１
年
間

に
生
じ
た
所
得
金
額
と
税
額
な
ど

を
計
算
し
、
申
告
書
に
記
載
し
て

税
務
署
に
提
出
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。 

申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
に
会

場
を
設
け
て
申
告
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

○
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方
 

○
給
与
以
外
の
所
得
が
２０
万
円
を

超
え
る
方
 

○
給
与
の
年
収
が
２，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方
 

○
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で

就
職
・
退
職
し
、
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
方
な
ど
 

年
末
調
整
を
受
け
た
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
う
ち
、
医
療
費
控
除
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
、
雑

損
控
除
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
方
や
、

年
末
調
整
の
際
に
配
偶
者
特
別
控

除
や
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
控

除
漏
れ
が
あ
っ
た
方
は
、
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

市
県
民
税
は
、
昨
年
中
に
生
じ

た
所
得
に
対
し
、
本
年
６
月
以
降

に
課
税
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
年
末
調
整
を
さ
れ
た
方

や
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
昨
年
に
市
県
民
税
の
申

告
を
さ
れ
た
方
に
は
、「
市
県
民
税

申
告
書
」
を
２
月
上
旬
に
お
送
り

し
ま
す
。 

申
告
を
し
な
い
と
 

給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
支
払

報
告
書
の
あ
る
方
を
除
き
、
所
得

の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、「
所
得
・

課
税
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
世
帯
で
１
人
で
も
申

告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
所

得
が
少
な
い
世
帯
で
あ
っ
て
も
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

適用下限額が2，000円（従来は5，000円）に引き下げられるため、2，000円を
超える寄附から「寄附金控除」（所得控除）を受けることができるようになりま
した。この結果、控除額も従来とくらべて3，000円増えることになります。 

政治活動への寄附をした時の「政党等寄附金特別控除」（税額控除）の適用下
限額が2，000円（従来は5，000円）に引き下げられました。2，000円を超える寄
附から税額控除を受けることができるようになり、控除額も従来にくらべて増
えることになります。 

平成23年分所得（平成24年3月15日締切分）から子
ども手当に関連する改正が予定されています。 
－ 「扶養控除」（所得から引ける控除）の引き下げ － 
子ども手当に関連して0～18歳までの扶養控除の
金額が引き下げられます（15歳以下は廃止）。 

  0～15歳　  38万円　 ⇒　控除なし（38万円減） 
16～18歳　   63万円　 ⇒　  38万円（25万円減） 
※19～22歳までは従来どおり63万円の控除があります。
　　　　　　　　　　 

改正前 

 

改正後 

 

税理士による無料申告相談 

※譲渡所得、相続税、贈与税の申告相談はしていません。 

期間 

時間 
場所 
 

2月16日（水）・17日（木） 
2月24日（木）・25日（金）・28日（月） 
9：30～12：00／13：00～16：00 
小野商工会館 

（網かけ太字：税務署担当者が相談に加わる日） 
※2月20・27日の日曜日は、申告相談を実施 

 ●時間　9:00～16:00 
●場所　市役所第2庁舎（本庁舎北側）第１会議室 
●必要書類  
 ・印かん 
・源泉徴収票（原本） 
・本人名義の通帳、または口座番号が分かるもの 
・生命保険料控除証明書、国民年金保険料控除証明書
など 

・医療費の領収書（事前に集計してください） 
・収入明細書、経費明細書など所得計算に必要なもの
（農業所得などの収支内訳書は事前に作成ください） 
※市役所での申告相談は、例年大変混み合い待ち時
間が長くなります。ご了承ください。 
※譲渡所得（不動産、株式等）のある方、住宅借入金
等特別控除で連帯債務のある方、営業等で課税売
上高が1，000万円以上ある方、または雑損控除の
申告をされる方は、社税務署で申告相談ください。 

日 

－ 

20 

27 

6 

13

月 

－ 

21 

28 

7 

14

火 

－ 

22 

3/1 

8 

15

水 

2/16 

23 

2 

9 

－ 

木 

17 

24 

3 

10 

－ 

金 

18 

25 

4 

11 

－ 

土 

19 

26 

5 

12 

－ 
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小
野
市
公
共
下
水
道
の
都
市
計

画
変
更
に
係
る
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。 

地
区
計
画（
小
野
市
決
定
）を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

▼
場
所
　
市
場
町
南
山
地
区（
市
場

町
字
南
山
９
２
６
番
地
の
２
５

０
ほ
か
） 

▼
決
定
の
内
容
 

○
地
区
施
設
↓
道
路
 

○
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
↓
病

院
な
ど
 

○
建
築
物
等
の
高
さ
の
最
高
限
度

↓
１２
ｍ
 

○
色
彩
の
制
限
 

▽
赤
・
橙
系
　
彩
度
６
以
下
 

▽
黄
系
　
彩
度
４
以
下
 

▽
そ
の
他
　
彩
度
２
以
下
 

○
緑
化
率
の
最
低
限
度
↓
２０
％（
建

築
物
の
敷
地
面
積
が
１，
０
０
０

㎡
以
上
の
場
合
） 

▼
図
書
の
縦
覧
　
決
定
後
の
図
書
は
、

２
月
１
日
（火）
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
課
都
市
整
備
係
で
縦
覧
で
き

ま
す
。 

※
縦
覧
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
都
市
整
備
係
（
�

　
１
８
８
４
） 

市
で
は
、『
は
ー
と
・
シ
ッ
プ
　

プ
ラ
ン（
小
野
市
男
女
共
同
参
画
計

画
・
平
成
１４
年
策
定
）』
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
男
女
共
同
参
画
推
進

市
民
会
議
の
改
定
部
会
委
員
と
と

も
に
検
討
や
審
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
改
定（
案
）に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募

集
し
ま
す
。 

▼
公
表
日
　
２
月
２５
日
（金）
か
ら
 

▼
募
集
期
間
　
２
月
２５
日
（金）
か
ら

３
月
７
日
（月）
ま
で
 

▼
公
表
資
料
の
入
手
場
所
 

○
男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ
 

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

▼
提
出
方
法
　
男
女
共
同
参
画
推

進
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
（
様
式
自
由
）。 

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
 

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
８
０
　
小
野

市
王
子
町
８
０
６
番
地
の
１
　

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ
（
�

　
１
０
１
７
） 

昨
年
１０
月
分
か
ら
本
年
１
月
分

ま
で
の
子
ど
も
手
当
を
、
２
月
１５

日
（火）
付
で
受
給
者
の
預
金
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援

課
児
童
福
祉
係
（
�

　
１
６
４
５
） 

母
子
家
庭（
父
子
家
庭
含
む
）
の

方
を
対
象
に
、
専
門
家
に
よ
る
特

別
相
談
を
行
い
ま
す
。 

慰
謝
料
・
養
育
費
請
求
な
ど
の

法
律
に
関
す
る
こ
と
に
お
悩
み
の

方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
3
月
3
日
（木）
 

▼
申
し
込
み
期
限
　
2
月
１７
日
（木）
 

▼
相
談
場
所
　
三
木
市
福
祉
事
務

所
内
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係
（
�

　
１
６
４
５
） 

▼
変
更
内
容
　
都
市
計
画
の
一
部

区
域
の
変
更
 

▼
縦
覧
期
間
　
2
月
1
日
（火）
か
ら
 

▼
縦
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
都

市
整
備
係
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
都
市
整
備
係
（
�

　
１
８
８
４
） 

◯ 63

◯ 63

◯ 63 母
子
家
庭
な
ど
の
特
別
相
談 

◯ 63

◯ 63

職　種 
（区分） 

採用予 
定人数 受験資格 試験日・ 

選考方法 
受付期間 

診療放射線技師 
（正規職員・ 
　4月採用） 

診療放射線技師 
（嘱託職員） 

臨床検査技師 
（嘱託職員） 

視能訓練士 
（嘱託職員） 

社会福祉士 
（嘱託職員） 

１人 

１人 

２人 

１人 

１人 

昭和56年4月2日以降に生まれた方で、
診療放射線技師免許を有する方、ま
たは本年3月末までに同免許を取得見
込みの方 
昭和27年4月2日以降に生まれた方で、
診療放射線技師免許を有する方、ま
たは本年3月末までに同免許を取得
見込みの方 
昭和27年4月2日以降に生まれた方で、
臨床検査技師免許を有する方、また
は本年3月末までに同免許を取得見込
みの方 

昭和27年4月2日以降に生まれた方
で、視能訓練士免許を有する方、ま
たは本年3月末までに同免許を取得
見込みの方 
昭和27年4月2日以降に生まれた方で、
社会福祉士免許を有する方、または
本年3月末までに同免許を取得見込み
の方 

2月25日(金) 
・専門試験 
・面接・作文 

2月1日(火) 
～18日(金) 
※土・日は除く 

随時 
 

※履歴書・免許
の写しを持参
または郵送 

後日連絡 
 

・書類選考 
・面　接 

申し込み・問い合わせ先　　市民病院事務部総務課　病院管理棟4階（�　 2020） 
※詳細は、病院総務課で配布している職員募集要項またはホームページをご覧ください。 

◯ 63

住
基
カ
ー
ド
・
年
金
・
税
金
・
国
勢
調
査
・
下
水
道
・
市
職
員
募
集
・
福
祉
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
都
市
計
画
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※
速
報
数
値
で
あ
り
、
総
務
省
統

計
局
の
公
表
数
値
や
官
報
で
公

表
さ
れ
る
数
値
と
は
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
総
務

係
（
�

　
３
６
１
５
） 

 
昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

調
査
に
基
づ
い
た
小
野
市
の
人
口
・

世
帯
数
は
、
左
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。
世
帯
数
は
前
回
（
平

成
１７
年
）
国
勢
調
査
よ
り
も
増
え
、

人
口
は
同
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

本
年
１
月
１
日
現
在
で
存
在
し

な
い
建
物
は
、
来
年
度
以
降
の
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
昨
年
中
に
建
替
・
老
朽
化

な
ど
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
た
建

物
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資
産

税
係
（
�

　
１
６
８
９
） 

 

１３
ペ
ー
ジ
記
載
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

を
利
用
す
る
に
は
、
住
基
カ
ー
ド

を
取
得
し
た
う
え
で
、
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
電
子
証
明

書
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

▼
申
請
方
法
　
住
基
カ
ー
ド
と
印

か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
顔
写
真
な
し
の
住
基

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
は
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

▼
手
数
料
　
５
０
０
円
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民

係
（
�

　
１
０
０
５
） 

 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ

ー
ド
）の
不
正
取
得
を
防
止
す
る
た

め
、
本
年
１
月
か
ら
住
基
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
手
続
き
を
変
更
し
て

い
ま
す
。 

申
請
し
た
そ
の
日
に
住
基
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
次
の

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 
即
日
交
付
に
必
要
な
書
類
 

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
 

・
非
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
 

・
パ
ス
ポ
ー
ト
 

・
そ
の
他
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

（
身
体
障
害
者
手
帳
／
療
育
手
帳

／
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
） 

※
右
記
書
類
の
う
ち
２
点
、
ま
た

は
１
点
に
加
え
健
康
保
険
証
な

ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

が
も
う
１
点
必
要
で
す（
た
だ
し
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
を
お

持
ち
の
方
で
、
暗
証
番
号
が
わ

か
る
場
合
は
不
要
）。 

即
日
交
付
に
必
要
な
書
類
を
お
持

ち
で
な
い
方
の
申
請
方
法
 

即
日
交
付
に
必
要
な
書
類
が
な

い
方
は
、
印
か
ん
を
持
参
し
交
付

申
請
さ
れ
た
あ
と
、
後
日
、
市
か

ら
郵
送
さ
れ
る
確
認
の
書
類
を
持

参
さ
れ
た
と
き
に
交
付
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民

係
（
�

　
１
０
０
５
） 

 

◯ 63◯ 63

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振

替
に
よ
る
１
年
前
納
が
最
も
お
得

な
納
付
方
法
に
な
り
ま
す
。 

１
年
間
の
保
険
料
を
口
座
振
替

で
前
納
し
た
場
合
、
３，
８
０
０
円

の
割
引
、
６
か
月
前
納
の
場
合
、
１，

０
３
０
円
（
年
間
２，
０
６
０
円
）

の
割
引
と
な
り
ま
す
（
平
成
２２
年

度
の
額
で
試
算
）。 

新
た
に
、
口
座
振
替
に
よ
る
前

納
を
ご
希
望
の
方
は
、
２
月
末
ま

で
に
金
融
機
関
ま
た
は
明
石
年
金

事
務
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

口座振替による１年前納が断然お得です！ 
納付方法 年間保険料 毎月納付との比較 

口座振替 

現金 
(納付書)

１年前納 
 
 
毎月振替 
１年前納 
 
 
毎月納付 

　177,400円 
　179,140円 
(89,570円×2期) 
　181,200円 
　177,980円 
　179,720円 
(89,860円×2期) 
　181,200円 
 

3,800円お得 
2,060円お得 
(1,030円×2期) 

― 
3,220円お得 
1,480円お得 
(740円×2期) 

― 
※金額は平成22年度の額です 

6か月前納 

6か月前納 
 

明
石
年
金
事
務
所
か
ら 

「
ど
う
ぞ
年
金
相
談
を
」 

▼
日
時
　
２
月
２３
日
（水）
　１０
時
か
ら

１５
時
３０
分 

▼
内
容
　
年
金
請
求
手
続
き
・
ね

ん
き
ん
特
別
便
・
そ
の
他
年
金

に
関
す
る
相
談
な
ど 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
2
階（
技

術
指
導
室
） 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課

市
民
係
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
電
話
で
も
可
）。 

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項
　
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年
金

番
号
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
予
約
申
し
込
み
・
年
金
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

市
民
係（
�

　
１
０
１
６
） 

◯ 63◯ 63

人口 世帯数 

増減 －76人 ＋639世帯 

平成17年 
(前回)

平成22年 
（今回） 

49,761人 

49,685人 

15,809世帯 

16,448世帯 

◯ 63
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３
月
は
、
鴨
池
で
は
白
鳥
が
飛

来
し
、
み
と
ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

で
は
梅
の
花
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。 

私
た
ち
に
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ

て
く
れ
る
美
し
い
光
景
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
３
月
５
日
（土）
９
時
か
ら
 

※
雨
天
中
止
 

▼
集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
厄

神
駅
 

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
 

▼
コ
ー
ス
 

◯
加
古
川
・
小
野
ア
ル
プ
ス
周
辺

コ
ー
ス（
約
１２
㎞
） 

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
厄
神
駅
↓
み
と

ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
↓
鴨
池（
昼

食
）
↓
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
 

◯
小
野
ア
ル
プ
ス
縦
走
コ
ー
ス
（
約

１０
㎞
） 

※
小
野
ア
ル
プ
ス
を
縦
走
す
る
た
め
、

か
な
り
の
勾
配
あ
り
 

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
厄
神
駅
↓
み
と

ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
↓
小
野
ア

ル
プ
ス
（
昼
食
）
↓
白
雲
谷
温

泉
ゆ
ぴ
か
 

※
天
候
に
よ
り
◯
コ
ー
ス
の
み
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 

▼
参
加
料
　
２
０
０
円（
保
険
代
な

ど
） 

※
当
日
受
付
で
徴
収
 

▼
定
員
　
合
計
２
０
０
人
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
 

▼
持
ち
物
　
弁
当
・
飲
料
・
敷
物
・

雨
具
・
探
訪
証
明
書（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
当
日
発
行
し
ま
す
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
コ
ー
ス
を
記
載
の

う
え
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
　
２
月

１８
日
（金）
必
着
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

小
野
市
観
光
協
会
事
務
局（
観
光

課
内
）
小
野
市
王
子
町
８
０
６

番
地
の
１
（
�

　
１
９
２
９
・

�

　
２
６
１
４
） 
 

　kanko@
city.ono.hyogo.jp

 

 

2・3月のハートフル 
ウォーキングデー 

2
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
デ
ー
は
「
か
わ
い
龍
神
伝

説
ウ
ォ
ー
ク
」
を
行
い
ま
す
。
 

か
わ
い
快
適
の
森
や
八
ヶ
池
自

然
公
園
な
ど
の
自
然
を
感
じ
て
、

古
来
よ
り
伝
わ
る
龍
神
伝
説
の
い

わ
れ
を
知
る
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
 

▼
日
時
　
２
月
２６
日
（土）
９
時
３０
分

開
会（
９
時
受
付
） 

※
小
雨
決
行
 

▼
集
合
場
所
　
河
合
小
学
校
運
動

場（
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
河
合
西
駅
よ

り
南
へ
徒
歩
約
5
分
） 

▼
駐
車
場
　
河
合
小
学
校
運
動
場
 

▼
コ
ー
ス
　
 

　
河
合
小
学
校
〜
か
わ
い
快
適
の

森
〜
八
ヶ
池
自
然
公
園
〜
慶
徳

寺
〜
河
合
小
学
校
（
約
７
㎞
） 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
主
催
　
お
の
ハ
ー
ト
フ
ル
歩
人
会
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
保
健
課（
�

　
２
５
９
１
） 

◯ 63

3
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
は
「
第
１
回
小
野
ア
ル

プ
ス
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
し
て

開
催
し
ま
す
。 

県
立
自
然
公
園
鴨
池
や
小
野
ア

ル
プ
ス
、
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
を

ぜ
ひ
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
３
月
２６
日
（土）
９
時
開
会

（
８
時
３０
分
受
付
） 

※
小
雨
決
行
 

▼
集
合
場
所
　
神
戸
電
鉄
・
Ｊ
Ｒ

加
古
川
線
粟
生
駅
（
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
） 

▼
コ
ー
ス
 

①
縦
走
コ
ー
ス（
約
１５
㎞
）
粟
生
駅

〜
鴨
池
〜
福
甸
峠
〜
小
野
ア
ル

プ
ス
〜
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
 

②
一
般
コ
ー
ス（
約
８.５
㎞
）
粟
生
駅

〜
鴨
池
〜
コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の

〜
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
 

　
※
小
野
ア
ル
プ
ス
は
通
ら
ず
、

平
坦
な
コ
ー
ス
で
す
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
３
月
１８
日
（金）

ま
で
に
小
野
市
観
光
協
会（
観
光

課
内
）、
体
育
保
健
課
、
市
総
合

体
育
館（
ア
ル
ゴ
）備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
傷
害
保
険
加
入
の
た
め
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
参
加
賞
　「
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
」

入
浴
半
額
券
 

▼
主
催
　
小
野
市
観
光
協
会
・
お

の
ハ
ー
ト
フ
ル
歩
人
会
・
神
戸

電
鉄
㈱
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
市
観
光

協
会
（
�

　
１
９
２
９
）
体
育

保
健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

◯ 63
◯ 63

A

A

B

市
内
の
学
校
体
育
館
を
夜
間
な

ど
定
期
的
に
使
用
す
る
場
合
、
事

前
に
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

平
成
23
年
度
の
使
用
グ
ル
ー
プ

の
登
録
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象
　
市
内
に
居
住
、
勤
務
す

る
方
が
５
人
以
上
で
構
成
す
る

グ
ル
ー
プ
。
成
人
の
監
督
者
を

含
む
こ
と
が
原
則
で
す
。 

▼
登
録
方
法
　
所
定
の
登
録
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

２
月
２１
日
（月）
ま
で
に
体
育
保
健

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
登
録
申
請
書
備
え
付
け
場
所
 

　
体
育
保
健
課
・
市
総
合
体
育
館（
ア

ル
ゴ
）・
匠
台
公
園
体
育
館（
お

の
ア
ク
ト
）・
各
コ
ミ
セ
ン
 

◯ 63

自然を満喫してみませんか 

◯ 63

日
本
人
・
外
国
人
が
集
い
世
界

の
音
楽
を
演
奏
す
る
「
音
楽
交
流

の
つ
ど
い
〜
♪
日
本
の
薫
り
を
あ

な
た
に
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。 

今
年
は
、
保
坂
博
光
氏（
テ
ノ
ー

ル
、
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
教
授
）

を
講
師
に
迎
え
「
春
が
来
た
」
な

ど
お
な
じ
み
の
日
本
の
曲
を
合
唱

団
が
歌
い
あ
げ
ま
す
。 

※
「
広
報
お
の
」12
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
開
演
時
間
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。 

▼
日
時
　
3
月
6
日
（日）
　１５
時
３０
分

か
ら
１７
時
（
開
場
１５
時
） 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
 

小
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
 

 

▼
日
時
　
２
月
２７
日
（日）
 

１
部
１３
時
３０
分
か
ら
１４
時
４５
分
 

２
部
１５
時
３０
分
か
ら
１６
時
４５
分
 

※
両
方
の
部
に
申
し
込
み
可
能
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
異
な
り
ま
す
。 

▼
場
所
　
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

軽
運
動
室
 

▼
講
師
　
木
寅

満
知
子
さ
ん
 

▼
対
象
　
小
学
生
高
学
年
以
上
の
方
 

※
小
学
生
は
、
保
護
者
同
伴
。
保

護
者
の
方
も
参
加
さ
れ
る
場
合

は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

▼
定
員
　
各
部
30
人
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
抽

選
日
２
月
１９
日
（土）
） 

▼
受
講
料
　
各
部
１，
０
０
０
円
 

▼
申
し
込
み
期
間
　
２
月
１
日
（火）

か
ら
１８
日
（金）
ま
で
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
同
館
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
窓

口
で
申
し
込
ま
れ
る
か
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

勤
務
先
・
勤
務
先
電
話
番
号
・

希
望
時
間
・
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

希
望
と
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
７
８
　
小
野

市
王
子
町
９
１
７
番
地
の
１
（
�

　
７
０
０
０
・
�

　
７
５
６
０
） 
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観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
国
際
交
流
協
会
・
教
育
 

◯ 62

◯ 62

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
簡
単
な
ス

テ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
て
踊
る
の
で
、

年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
一
人
で

も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。 

▼
体
育
館
開
放
時
間
 

○
平
日
 １９
時
か
ら
２２
時
 

○
土
・
日
・
祝
祭
日

9
時
か
ら
２２

時
 

※
学
校
行
事
な
ど
の
支
障
が
あ
る

場
合
は
開
放
し
て
い
ま
せ
ん
。 

▼
説
明
会
　
登
録
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

説
明
会
と
使
用
日
な
ど
の
調
整

を
行
い
ま
す
。 

○
日
時
　
３
月
１
日
（火）
　１６
時
００
分

か
ら
 

○
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

▼
登
録
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
体
育
保
健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

◯ 63

４
月
に
市
内
の
小
・
中
・
特
別

支
援
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
、
１
月
末
付
け
で
就

学
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た
。 

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、

国
立
・
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
入

学
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
学
校
教

育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課
（
�

　
２
４
０
９
） 

◯ 63

12月5日に行われた大会のようす 

一般男子 

一般女子 

小学5・6年生男子 

小学5・6年生女子 

小学3・4年生男子 

小学3・4年生女子 

ぐるぐる 

さわやか 

小野ｽﾎﾟｰﾂ少年団野球部Ａ 

ファイヤーキッズ 

大部ｽﾎﾟｰﾂ少年団野球部 

小野ｽﾎﾟｰﾂ少年団ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 

まりもっこりず 

プリティアラサー 

小野東ｽﾎﾟｰﾂ少年団野球部6年Ａ 

キャプテン紗也ちゃんズ！！ 

小野ｽﾎﾟｰﾂ少年団野球部１ 

大部ｽﾎﾟｰﾂ少年団 

部門 優勝 準優勝 

【ひまわり賞】　5年シャカリキ小野っ子（男子）／にこちゃんママ（女子） 

体育館 

小野小・河合小･中番小･
下東条小･小野中･河合中･
小野南中 

河合中･小野南中･旭丘中 

小野東小･来住小･市場小･
大部小･旭丘中・小野特別
支援 

格技場 

1,300円 

1,000円 

1,000円 

▼
使
用
料
 



健
康
・
募
集
・
選
挙
・
消
防
 

▼
日
時
　
２
月
１７
日
（木）
　１３
時
３０
分
か

ら
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階
 

第
１
・
第
２
研
修
室
 

▼
対
象
者
 

①
立
候
補
予
定
者
 

②
選
挙
運
動
総
括
主
宰
者
 

③

①
と
②
の
代
理
者
 

（
お
お
む
ね
２
人
以
内
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委

員
会（
�

　
１
０
０
７
） 
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火災件数比較表 
累計 １2月 

平成 
22年 

平成 
21年 1

2

21

19

累計 
9 
0 
2 
8 
19

建物火災 
林野火災 
車両火災 
その他火災※ 
累計 

火災種別 

※雑草・廃材などの火災 

平成22年の火災件数 

助
す
る
介
助
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
原
則
と
し
て
高
卒

以
上
の
学
歴
が
あ
り
本
年
３
月

末
日
に
５５
歳
未
満
の
方
で
、
特

別
支
援
教
育
や
市
の
教
育
行
政

の
推
進
に
深
い
理
解
と
熱
意
の

あ
る
方
。 

▼
待
遇
　
市
臨
時
職
員
の
身
分
取

り
扱
い
に
関
す
る
規
則
に
基
く
 

▼
応
募
方
法
　
２
月
２８
日
（月）
ま
で

に
学
校
教
育
課
へ
履
歴
書
と
印

か
ん
を
持
参
し
、
所
定
の
登
録

申
出
書
に
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
選
考
方
法
　
書
類
選
考
の
う
え
、

面
接
を
行
い
決
定
し
ま
す
。 

▼
採
用
人
数
　
数
人（
予
定
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課
 

（
�

　
２
４
０
９
） 

◯ 63

▼
勤
務
内
容
　
初
任
者
研
修
に
係
る

授
業
の
補
充
 

▼
報
酬
等
　
１
時
間
あ
た
り
２，
７

９
０
円（
変
更
の
可
能
性
あ
り
） 

※
交
通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範
囲

で
実
費
支
給
 

▼
応
募
資
格
　
希
望
す
る
校
種
の
教

育
職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
は
、

本
年
４
月
１
日
ま
で
に
取
得
で

き
る
方
 

▼
受
付
期
間
　
２
月
１
日
（火）
か
ら
３

月
１８
日
（金）
必
着（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課
（
�

　
２
４
０
９
）、
加
東
教
育
振
興

室
（
�

０
７
９
５
　
９
４
４
３
）、

県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課（
�

０
７
８
　
７
７
１
１
） 

◯ 63

◯ 42

◯ 341

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
兵

庫
県
議
会
議
員
選
挙（
４
月
１０
日
執

行
予
定
）お
よ
び
小
野
市
議
会
議
員

選
挙（
４
月
２４
日
執
行
予
定
）の
期
日

前
投
票
所
に
お
け
る
投
票
立
会
人
を

募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

選
挙
権
を
有
す
る
方
。 

▼
募
集
人
数
　
１
日
あ
た
り
２
人
 

○
県
議
会
議
員
選
挙
 

４
月
２
日
（土）
か
ら
９
日
（土）
ま
で

の
８
日
間
、
延
べ
１６
人
 

○
市
議
会
議
員
選
挙
 

４
月
１８
日
（月）
か
ら
２３
日
（土）
ま
で

の
６
日
間
、
延
べ
１２
人
 

※
複
数
日
の
立
会
も
可
 

▼
立
会
場
所
　
期
日
前
投
票
所（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
室
に
開
設

予
定
） 

▼
立
会
の
時
間
　
８
時
３０
分
か
ら
２０
時
 

▼
報
酬
　
１
日
１
２，
０
０
０
円
 

※
源
泉
所
得
税
額
９７
円
含
む
 

▼
募
集
期
間
　
２
月
１
日
（火）
か
ら
２３

日
（水）
必
着
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
選
挙
管
理
委

員
会（
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
に
備
え
付

け
の
「
期
日
前
投
票
所
の
投
票

立
会
人
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
も
可
）。 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
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○
電
気
配
線
の
プ
ラ
グ
部
分
に
ほ

こ
り
が
溜
ま
る
と
、
そ
こ
か
ら

出
火
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

こ
ま
め
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。 

○
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
す
る
際
、

近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。 

 ○
リ
コ
ー
ル
製
品
に
注
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
リ
コ
ー
ル
製
品

を
使
用
し
て
い
る
と
事
故
や
火

災
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
i
ｔ
ｅ（
ナ
イ
ト
＝
独
立
行
政

法
人
　
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
注
意
喚
起
、

リ
コ
ー
ル
製
品
情
報
な
ど
が
あ

り
ま
す
。 

http://w
w
w
.nite.go.jp/

 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
本
部
予

防
課（
�

　
０
１
１
９
） 
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13 14 15 16 17 18 19 20 21 22年 

60 

50 

40 

30 

20 

10

（件） 年別火災件数 

54

36 36

22 24

21

19
31

34
40

昨年中の火災件数は19件と過去最 
少を記録しました。 
 

※「製品による火災」とは、電気機器や燃焼機器、自動車
などの製品により火災が発生したものをいいます。 

出火原因別でみると、製品による火
災が１番多くなっています。 

製
品
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、

適
切
な
使
用
・
維
持
管
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。 

出火原因別 

調査中  

焼 却  

不 明  

製品に 
よる 
火災 

（件数） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 100

放火・放 
火疑い 

ひ
ま
わ
り
園
で
は
、
知
的
障
が

い
が
あ
り
、
社
会
に
出
て
就
業
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、

自
活
に
必
要
な
訓
練
や
仕
事
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

随
時
、
利
用
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▼
支
援
内
容
 

○
基
本
的
生
活
支
援（
身
辺
自
立
な

ど
） 

○
日
中
活
動
支
援
 

　
・
室
内
作
業（
紙
箱
折
・
石
鹸
作

り
な
ど
） 

　
・
農
園
作
業（
野
菜
・
花
苗
な
ど
） 

○
社
会
生
活
支
援（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
人
間
関
係
・
規
律
や

社
会
ル
ー
ル
な
ど
の
習
得
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ひ
ま
わ
り
園（
�

　
５
１
８
１
） 
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年
齢
や
成
長
に
応
じ
て
食
事
の

内
容
は
変
化
し
ま
す
が
、
乳
幼
児

期
か
ら
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
」

「
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何
で
も
食
べ
る
」

な
ど
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

離
乳
食
を
始
め
る
生
後
５
〜
６

か
月
ご
ろ
か
ら
、
食
材
・
味
・
食

感
を
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ま
せ

る
こ
と
」
が
重
要
で
す
。 

幼
児
期
に
入
る
と
、
自
我
が
芽

生
え
、
運
動
機
能
が
著
し
く
発
達

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
欲
に
ム

ラ
が
あ
る
、
好
き
嫌
い
が
多
い
、

落
ち
着
い
て
食
べ
ら
れ
な
い
な
ど
、

様
々
な
悩
み
が
生
じ
て
き
ま
す
。 

子
ど
も
の
「
食
」
は
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
の
生
活
習
慣
病
へ
の

影
響
を
は
じ
め
、
社
会
生
活
に
お

け
る
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、 

こ
こ
ろ
豊
か
な
大
人
に
育
つ
こ
と

に
も
影
響
す
る
『
食
育
』
と
捉
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

そ
こ
で
、
左
記
の
健
康
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
の
健
全
な

発
育
と
食
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
２
月
２１
日
（月）
　１３
時
３０
分

か
ら
１５
時
３０
分
 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の

２
０
３

号
室
 

▼
内
容
　
講
話
／
簡
単
な
お
や
つ

と
地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ

た
料
理
の
試
食
／
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
 

▼
対
象
　
お
お
む
ね
２
〜
３
歳
の

お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
 

▼
定
員
　
３０
人（
先
着
順
） 

※
託
児
あ
り（
１
歳
未
満
の
乳
児
は

不
可
） 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
２
月
１４
日
（月）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
申
し
込
ま
れ
た
方
へ
「
受
講
票
」

を
送
付
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

健
康
課
（
�

　
３
９
７
７
・
�

　
１
４
２
５
） 

◯ 63

◯ 63

　食は命の源であり、健全な体をつくる基礎となります。 
そして楽しく食べることにより、豊かな人間性が育まれます。 
地元の恵み・豊かな食材を活用して、楽しい食事を心がけましょう。 

健康づくりアンケート結果（食育に関すること） 
　　　　（Ｈ22.6実施　19～79歳　無作為抽出601人） 
 

120100806040200

食べ過ぎている 
栄養のバランスが偏っている 

野菜の摂取が少ない 
食事の時間が不規則 

脂肪をとりすぎている 
食塩をとりすぎている 

好き嫌いが多い 

欠食することが多い 
外食が多い 

アルコールが多い 
早食い 

仕事で食べられない時がある 

間食や甘い物を食べる 

分量が少ない 
肉類が少ない 

あまり 
楽しくない 
2% 
 

楽しくない　1%

とても楽しい 
　　17% 
 

ふつう　44%
楽しい　36%

※中食：出前・市販のお弁当やお惣 
　菜を買って食べること 

毎日食べている 
3% 
 

週に4～６日 
食べている 
7% 
 

ほとんど 
食べていない 
49% 
 

週に1～3日 
食べている 
41% 
 

（人） 

回答なし　2%特に考えていない 
15% 
 

今よりよくしたい 
52% 
 

今のままでよい 
31% 
 

問題が多い　6%
回答なし　3%
大体よい　4%

少し問題がある 
　　　　　37% 
 

3

2
2

1
1

4
8

24

37
37

62
63

83
98

115
119

乳製品が少ない 

よい　　50%

市
内
の
小
・
中
学
校
お
よ
び
特

別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
障
が
い
の

あ
る
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
を
補
 



そば打ちの基本から、しっかり学べます。楽し
くそば打ちを体験し、気分転換しませんか。 
　日時　2月19日（土）・3月2日（水）10：00～13：00 
　場所　コミセンおおべ　調理室 
　対象　成人の方 
　定員　15人（応募者多数の場合は抽選） 
　受講料　1,000円（材料代別途１回700円） 
　講師　藤井 力雄さん（ぷらっときすみの理事長） 
　申し込み・問い合わせ先　コミセンおおべ 

おの夢館では、「よって吉蔵」で絵手紙教室を
開いておられる荒巻正子さんによる「絵手紙教室展」
を開催します。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひ
お立ち寄りください。 
　場所　おの夢館ギャラリー 
　期間　２月1日（火）～28日（月） 
　開館時間　10：00～17：00（水曜日休館） 
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小野地区地域づくり協議会主催の小野陣屋まつ
りを開催します。今年度も、舞台公演・フリーマ
ーケット・落語会など、バラエティー豊かな内容
を予定しています。皆さんお誘いあわせのうえ、
ぜひご来場ください。 
　日時　3月5日（土）13：00～17：00 
　　　　3月6日（日）10：00～15：00 
　場所　小野商店街（南北800メートル） 
　　　　好古館　　　　　　　　　 
【商店街の落語会】 
今年は、笑福亭風喬さん・林家竹丸さんをお迎
えして開催します。 
　日時　3月6日（日）13：00～ 
　場所　コミセンおの分館『よって吉蔵』 
　入場料　前売り券1,000円（当日券1,200円） 
※前売券はコミセンおので販売中 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
▼  

市
民
会
館
・
コ
ミ
セ
ン
お
の
・
コ
ミ
セ
ン
お
お
べ
・
お
の
夢
館
・
好
古
館
・
図
書
館
・
児
童
館
チ
ャ
イ
コ
ム
 

展示内容 
 「小野書藝家Ｇ展」 

　　　　　　小野書藝家Ｇ展メンバー13名 
 

2月7日（月） 
  ～19日（土） 
 

日程 

 

「絵画作品展」 
　　　　　　多鹿陽子・森前育子 
 

2月21日（月） 
～3月5日（土） 

▼  

【2月12日（土）】 
・「不知火検校」　10：00～（開場9：30） 
・「次郎長三国志」13：00～ 

【2月13日（日）】 
・「網走番外地」　10：00～（開場9：30） 
・「人生劇場　飛車角と吉良常」13：00～ 
●入場料　　　　当日券500円（2本鑑賞分） 
●全席自由席 

●日時　2月27日（日） 
　　　　15：00～（開場14：30） 
●場所　市民会館大ホール 
●出演　藤岡幸夫（関西フィル首席指揮者）ほか 
●前売価格　一般2,000円、大学生1,000円 
　　　　　　小・中・高校生500円 
　　　　　（全席自由・当日券は各500円増） 

　 今年も市民と関西フィルハーモニー管弦楽団の今年も市民と関西フィルハーモニー管弦楽団の         
コラボレーションによるコンサートを開催します。コラボレーションによるコンサートを開催します。 

　コース名　パワーポイント2007入門コース 
　日時　3月7日（月）・8日（火）・14日（月）・15日（火）・
21日（祝）・22日（火）　13：30～15：30 

　場所　コミセンおの　ＩＴ学習室 
　定員　20人（市内在住、在勤または在学の方優先）
※応募者多数の場合は抽選 
　受講料　2,000円（テキスト代別途必要） 
　申し込み期間　2月1日（火）～21日（月） 
　申し込み方法　市内各コミセン窓口に備え付けの
申込書に必要事項を記入のうえ、コミセンおの窓
口へ申し込みください（ファクスでも受け付け可）。 

▼  
▼  
 

▼  
▼  
 

▼  
▼  

▼  

2 12 13
当日券のみ 

※小雨決行 

▼  
▼  

▼  

●前売券発売場所　市民会館・各コミセン・図書館・ 

　　　　　　　　　好古館 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　日時　2月13日（日）10：00～11：00 
　場所　図書館2階　児童閲覧室 
　対象　市内在住の４歳～小学３年生（先着15人） 
　内容　折り紙や簡単な工作 
　申し込み方法　図書館窓口カウンターで申し込
みください（電話でも受け付け可）。 

※工作に必要な道具は図書館が用意します。 

育児用品のとりかえっこ（10：00～11：20）※事前に交換品を持参された方対象 

子どもの成長に合わせた発達に良い遊びや、お
もちゃ選びの秘訣などをお話しします。遊びやお
もちゃが体験できる親子参加型の講座です。 
　日時　2月26日（土）10：30～11：30 
　場所　児童館チャイコム　遊戯室 
　対象　子育て中の親子と祖父母 
　定員　100人（先着順） 
　講師　岩城 敏之さん（キッズいわき・ぱふ代表） 
　参加料　１家族300円 
　申し込み方法　児童館備え付けの申込用紙に必
要事項を記入のうえ、申し込みください（ファ
クスも可）。 
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（都合により変更する場合があります） 

2/1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 

 　25 
26 
27 
28 
3/1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 

日 
《遊戯室》11：00～11：30 
ふれあいタイム・パパサタサロンなど 

《集会室》10：00～15：00 
つどいの広場・エコ工作など 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
2月生まれのお友だち集まれ！（10：00～10：30） 
絵本を楽しもう 
　　　　　　 ― 
 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
1歳児さん集まれ！（10：30～） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
サークル広場 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
おしゃべりタイム（10：30～） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 

「パネルシアターを作って楽しもう」 
（10：30～11：30）※2歳児以上対象 

「わらべうたあそびを楽しもう」 
（10：30～11：30）※0歳児対象 

みんなであそぼうリズムにのって 
にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
みんなで体操1・2・3 
 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
親子で自由あそび 
 
みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 
みんなであそぼうリズムにのって 
みんなで体操1・2・3 
 
 
 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
みんなであそぼうリズムにのって 
みんなで体操1・2・3 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
親子で自由あそび 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
親子で自由あそび 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 
みんなであそぼうリズムにのって 
みんなで体操1・2・3 
親子で自由あそび 
 
親子で自由あそび 
掲示板に表示する作品づくり 
みんなであそぼうリズムにのって 
にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
 
親子で自由あそび 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
親子で自由あそび 
 
みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
みんなで体操1・2・3 
 

 

ほっと☆mam広場　パパサタサロン「バレンタイン　カフェ」 
（10：00～11：30）※申込者対象 

みんなでお祝いハッピーバースデーと節分鬼さん大集合 
（11：00～11：45） 

みんなでお祝いハッピーバースデーと 
うれしいたのしいひなまつり 

3月生まれのお友だち集まれ！ 
（10：00～10：30） 
やさいでそめもの遊び（10：00～） 
※申込者対象 

「子どもの遊びをたかめる大人のかかわり」 
（10：30～11：30）岩城 敏之氏※申込者対象 

3月の土・日・祝日（9日間）に、十二単（お雛さま
の衣裳）の着付を行います。母子、祖母と孫、姉妹、
友人同士でお気軽にどうぞ！ 
　日時　3月5日・6日・12日・13日・19日・20日・21日・
26日・27日　10：00～15：40 
　場所　好古館 研修室 
　定員　１日6組（2人1組で45分） 
　対象　身長130㎝以上の方ならどなたでも着付体
験できます。 
　参加料　無料（ただし、入館料が必要。小・中学
生はココロンカード持参で無料） 
　申し込み方法　直接好古館までお越しいただくか、
ハガキかファクス、メールで、住所・２人の氏名・
電話番号・身長・着付希望日を明記のうえ、当
館までお送りください。 
　kokokan@city.ono.hyogo.jp 
※希望日は複数記載可 
※応募者多数の場合は抽選 
　申し込み期間　２月１日（火）～15日（火）必着 

▼  
 

▼  
▼  

▼  
 

▼  
 

▼  
 

 
 

 
 

 
▼  

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  

定期清掃のための臨時休館 

親子で自由あそび 

 2月のお話会 
5日（土） 
12日（土） 
19日（土） 
26日（土） 

10：30～ 
14：00～　・14：40～ 
10：30～ 
14：00～　・14：40～　 

2月の休館日 

22日（火） 

図書館では、毎週土曜日にお話会を行ってい
ます。 
「お話は、小さい子どものためのものでは？」
と思われるかも知れませんが、どなたでも参加
いただけます。職員やボランティアが心を配っ
て選んだお話を、じかに聴いて、楽しさを味わ
っていただける時間です。 
お気軽にお越しください。お待ちしておりま
す。 

じゅうにひとえ 
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相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。 

市民・行政 月～金曜日 
9：00～17：00 

法　律 
2月9日（水）・23日（水） 
13：30～16：00 

予約は1日の9時から受付します 

市民サービス課相談室 

要予約 

要予約 

生活上の問題・行政に関する相談 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

いじめ担当グループ 
◯4110 

小野交通安全協会事務局 
◯1410 

人　権 

あんしん窓口 

消費生活 

高齢者総合相談 

住宅改造 
（高齢者・障がい者向） 

ふれあい福祉 

障がい者総合相談 

精神障がい者 

児　童 

子育て 

にこにこ 
子育て相談 

乳幼児育児相談 

子育て 
安心ダイヤル 
思春期 

ホットダイヤル 
乳幼児発達相談 

不登校相談 

乳幼児育児不安 

女性のための相談 

母子自立 

いじめ等相談窓口 
（ＯＮＯひまわりほっとライン） 

法律相談 

外国人生活相談 

面接相談は要予約 

要予約 

要予約 

女性のための 
医療相談　　　 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

2月16日（水） 
13：30～15：30 

コミセンおの302号室 

月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：00 

生活環境グループ 
月・水・金曜日 
9：00～17：00 
(11日は休みます） 

月～金曜日 
9：00～17：00

月～金曜日 
9：00～17：00 

火・木曜日 
9：00～12：00

月～金曜日 
9：00～17：00

2月18日（金） 
13：00～15：00 

木曜日 
9：00～12：00

月～金曜日 
9：00～16：00 

月～土曜日 
10：00～17：00 
2月2日（水） 

9：45～11：00 
2月9日（水） 

9：30～10：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
2月1日（火）・3日（木）・14日（月） 
13：00～16：00 

月～金曜日 
13：00～17：00 

月～土曜日 
9：00～16：00 

木曜日 
（電話相談）9：30～11：30 
（面接相談）13：00～16：00

月・水・金曜日 
9：00～16：00 
(11日は休みます） 

木曜日 
13：30～16：00

月～金曜日 
9：00～17：00 
毎月第1土曜日 

13：00～16：00 

人権に関すること 

小野市民病院 
地域医療室内医療福祉相談室 

医療福祉に関する悩みなど 

商品や契約の苦情に関する問題 

うるおい交流館エクラ 
事務室 

生活上の問題 

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

看護師による「医療に関する悩み」 
など 

市民安全部 
ヒューマンライフグループ 

いじめ、虐待、DV、セクハラなど 
いじめ相談 

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること 

子どもの健康・栄養・発達に 
関すること 

体のこと・性のこと 

発達に関する相談 

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談 
で応じます 

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

乳幼児の子育ての悩みなど 

うるおい交流館エクラ 
相談室 

女性が抱えるさまざまな問題 
※託児可能（要予約・無料） 

伝統産業会館内 
保健センター 

社会福祉協議会 
会議室 

生計、職業、住宅、家族の悩みなど 

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に 
おける相談　　　　　　　 

社会福祉協議会 
会議室 

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど 
（養護、虐待など） 

子育てに関すること 

特に発育・栄養に関すること 

育児・発達・離乳食相談 

児童館チャイコム 

日常生活上での悩みごと 

高齢介護課相談室 介護・認知症に関する相談等 

福祉事務所相談室 
高齢介護課相談室 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること　　　　　　　　　 

市民サービス課 
◯1013 63

人権啓発推進グループ 
◯1243 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

生活環境グループ 
◯1686 63

地域包括支援センター 
◯2174 63

高齢介護課・社会福祉課 
◯1011 63

社会福祉協議会 
◯2574 63

63

障害者地域生活・相談支 
援センター　　　　　　 
◯1000 内線725・735 
社会福祉課障害福祉係 

◯1011 63

子育て支援課 
（家庭児童相談室） 

◯1645 63

児童館チャイコム 
◯7020 62

保健センター 
◯3977 63

適応教室 
◯4175 63

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

◯8428 62

男女共同参画センター 
相談専用電話 
◯8250 63

子育て支援課 
◯1645 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

国際交流協会事務局 
◯6763 62

62

62

※乳幼児発達相談の相談場所は 
　予約時にお知らせします。 
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インタビュー（友達への感謝を述べられた藤本えりさん） 

インタビュー（家族への感謝を述べられた小林明日香さん） ペットボトルキャップの回収結果報告をする成人式実行員会のメンバー 

会場のようす 

受付で、成人式実行員会のメンバー（OB含む）が、 
ペットボトルキャップを回収　　　　　　　→ 

成人式実行委員OB会がデザインした 
エコバッグにパンフを入れて配布 

抽選で選ばれた新成人らが壇上で 
感謝の気持ちを熱く語りました 

会場入口の階段アートがお出迎え 

　「
２
０
１
１
成
人
式
」
が
１
月
１０
日
、
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
冬
一
番
の
冷

え
込
み
の
中
、
会
場
に
は
、
新
成
人
４
１
５
人
が

足
を
運
び
ま
し
た
。 

　
今
年
も
、
新
成
人
代
表
の
実
行
委
員
ら
が
企
画

し
た
「
仕
掛
け
」
が
い
っ
ぱ
い
。
会
場
入
口
の
階

段
に
は
、
キ
セ
キ
（
軌
跡
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ア

ー
ト
が
お
出
迎
え
。
次
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
の
回
収
。
今
年
は
、
な
ん
と
約
１
１
６
万
個
（
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１，
４
５
１
本
分
）
！
　
受
付
で
は
、

同
実
行
委
員
Ｏ
Ｂ
会
作
成
に
よ
る
エ
コ
バ
ッ
グ
と

と
も
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
の
波
及
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
式
典
の
始
ま
り

は
、
世
界
の
人
口
な
ど
数
字
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
（
自
然
と
ス
ク
リ
ー
ン
に
集

中
）。
メ
イ
ン
と
な
る
「
今
だ
か
ら
言
え
る
○
○
へ

の
あ
り
が
と
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
抽
選
で
選

ば
れ
た
新
成
人
が
舞
台
や
客
席
か
ら
熱
い
ト
ー
ク

を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
新
成
人
の
み
な
ら
ず
、
感
謝
の
気
持
ち
に
気
付

く
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 
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うるおい交流館エクラで同
イベント『軌跡～左の頬に鬼
一字～』が行われました。イ
ベントでは、歴代の演舞が披
露されたほか、メンバーを陰
で支える家族へ手紙を渡すコー
ナーなどもあり、愛情あふれ
る交流会となりました。 
おの恋踊りオフィシャルチー
ムとして、一層の活躍を期待
しています。 
（小野東小学校区 藤原宜子さ
ん） 

12月5日に開催された姫路
長距離記録会で、井上蓮君（中
番小6年）が、1,500m競技で4
分36秒68の記録で優勝。14年
ぶりに県の公認記録を更新し
ました。 

元気アップグループ「おば
んざい」によるイベントがあ
り地域の方も含め18人が参加。 
旭松食品㈱小野工場での工

場見学のほか、河合小学校で
授業参観をしたり1年生の児童
と一緒に給食を食べました。
子どもたちに手作りの竹とん
ぼをプレゼントし、会話もは
ずみました。 
普段、訪問する機会のない

ところを訪れることができ有
意義な一日でした。　 
（河合小学校区 掘井ひさ代さん
　小林裕子さん） 

　「地域の子育て力促進事業」
は、保育所が地域に密着した
コミュニティの場として地域
の見守り力や子育て力を向上
させることを目的としています。 
　市内の保育所（14園）で、保
護者や地域の方を招き、AED
を用いた心肺蘇生講習や、そ
ば打ちの体験などを交えた食
育に関する講習会などを行い
ました。　　（子育て支援課） 

　県の農地・水・環境保全向
上対策活動事例発表会で、池
尻町の活動が認められ、県内
1,762の活動組織の中から委
員長賞を受賞されました。 
　池尻町の取り組みは、町民
が一致団結して長年遊休化し
ていた農地を開懇し、一面の
ひまわり畑に再生。秋にはコ
スモス畑に模様替えされました。
この活動により、地域住民同
士のつながりが強くなり農業
用施設の保全管理にも役立っ
ていることが評価されました。
　　　　　　　　　　（産業課） 

　12月18日の午前中、小野高
校生と職員、PTAの皆さんが「地
域貢献事業」の一環として、
商店街や神戸電鉄小野駅、学
校周辺の清掃活動を行いました。 
　今回の参加者は、過去最多
の約300人が参加。日ごろの
感謝の気持ちを込めて一生懸
命取り組まれていました。　
　　　　　　　　　（産業課） 

ゴール直後の井上蓮君（写真左） 
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釘を1本も 
使っていない 
んだって！ 

この仏様、 
仏堂の床を 
突き抜けて 
います。 

薬師堂では現世を、浄土堂では来世 
を祈ります。 
そして中間に八幡神社が設けられ、 
現世と来世を見届けています。 

浄土寺の本堂は 
こちらです！！ 

なんとも不思議！ 
寺の境内に神社が！ 

み
ん
な
 

来
て
ね
！
 

あじさい のじぎく 

コスモス 
地元の皆さんの協力でいろんな花が 
きれいに咲いています。 

境内などには、睡蓮や 
コスモスも咲きます！ 

睡蓮 

●拝観時間　  9：00～12：00 
　　　　　　13：00～16：00 
　※4～9月は17：00まで 
　※12月31日・1月1日は堂内 
　　 拝観できません。 
●拝 観 料　　500円 
●問い合わせ先　宝持院　62-2561 
　　　　　　　　歓喜院　62-4318 

　　 

　　　　　　　　　　 　 

元気で活発な聖桜 

いつも笑顔をありがとう 

　　　　　　　　（姉　聖奈さん） 

おき　の　      せ　ら 

大きくなった薫ちゃん もう洗面台はムリ？ 　　　　　　　　　（母　愛さん） 

たきぐち　      かおる 

お喋り大好き明華ちゃん 
笑顔が大好き 
　　　　　　　（母　志津香さん） 

めいか た　わ 

元気いっぱい やんちゃBoy 
兄弟仲良くネ！！ 
　　　　　　　　（母　和未さん） 

よし だ　       い  はる  

じいじが大好きな遼。 

たくましく育ってね。 

　　　（母　久子さん） 

きしもと　      りょう 

ニコニコ笑顔に癒されます 
思い出いっぱい作ろうね 
　　　　　　　（母　美代子さん） 

やまは　      み　ゆ  

平成21年中に生まれられたお子さんを紹介しています。 
（毎年1月号に募集記事を掲載、2月に募集を締め切っています。） 

広報「おの」　2011.2 26

10

あかつき会の平均年齢は、後期高齢者になり
つつありますが、精神的にも肉体的にも頑張っ
て踊りのお稽古をしています。 
私たちは、「踊りの輪を人の輪に」をモットー
に、老人ホーム慰問などのボランティア活動を
踊りに託し、思いやりの心を持ち、助け合って
楽しく続けています。 
高齢化社会になっていますが、少しでも頭や
身体を動かしてこれからも頑張っていきます。
私たちと一緒に踊りを楽しみませんか？ 
毎週金曜日、コミセンおの203号室にて、河
合暁美先生（竹峯柳暁扇会代表）のご指導のもと、
活動しています。 
一度教室をのぞいてください。皆さんのご入
会をお待ちしています。 

ちくほうりゅうぎょうせんかい 

 

問い合わせ先 
　佐藤和代（�　 2222） 
 

◯ 67

この時節は1年中でもっとも寒い時期だ。皆さ
んのお宅ではどんな暖房設備・暖房具をお使いだ
ろうか。たぶんエアコンが多く、ほかに各種スト
ーブ、床暖房、こたつ、まれに暖炉という家もあ
るかもしれない。 
縄文～弥生時代の竪穴住居にはおおむね炉が付
設されていた。小野でも垂井遺跡などで見られる。
古墳時代中ごろ（5世紀後半）には朝鮮半島伝来の
竈（かまど）が出現する。小野では敷地東遺跡など
が知られる。 
やがて囲炉裏、火鉢、こたつなども登場してく
る。筆者は中央アジアのシルクロード沿いの博物
館でこたつを見つけ、驚いたことがある。 
囲炉裏（いろり）は日本史上、長い間（地方によ
っては戦後まで）一家の中心であり、囲炉裏端は
一家団らんのエリアであり、ちょっとした作業場
であり、昔話が受け継がれた場でもあった。ため
に民俗学の主要なテーマの一つであり、播磨が生
んだ偉大な民俗学者、柳田国男にもいくつか論考
があるはずだ。 
さて、2007年以降、原油高、省エネ・エコ生活
でブームという湯たんぽだ。筆者（63歳）は雪国・

富山の生まれ育ちで、1950年代まで湯たんぽを使
っていた。波形というか蛇腹形というかブリキ製
のものだ。その容器にお湯を注ぎ、布団の足元に
入れて使った。 
陶製の湯たんぽが普及していた時代があった。
丹波焼で江戸中期のものがあるとの話もあるが、
今般、兵庫陶芸美術館（篠山市）に尋ねたら、「本
来の湯たんぽでなく、酒徳利に湯を入れて使った
ものではないか」と教えていただいた。国産の陶
製湯たんぽの本格的登場は幕末～明治初期のよう。
ブリキ製など金属製品が登場すると一時すたれる
が、金属が大切になった戦争中は陶製の湯たんぽ
が復活する。好古館には2人が足を当てて温まる
ことができる陶製の大きな湯たんぽなどがある＝
写真。 
湯たんぽは東京オリンピック（1964年）前後に

姿を消し、豆炭あんか、電気あんか、電気毛布に
取って代わられた。それがここ数年、湯たんぽが
復活したのだ。いまやレンジでチンする湯たんぽ
もあるそうだ。 
囲炉裏やこたつを囲んで一家団らんがあった時

代は、幼児虐待、老
人虐待などなかった。
囲炉裏やこたつを復
活させるかどうかは
別として、一家団欒
が復活すれば家庭内
がもっと温かくなる
のは間違いない。 



●思春期・ひきこもり相談　 3月7日（月）13：30～15：00（�0795　 9367） 

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

日   月   火   水   木   金   土 Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat 

最新情報は 
http://www.onokato-med.or.jp/ 
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6 7 8

13

12

14 15 19

20

9 10

21 22 26

27 28 2 43 5

内　容 対　象 日　程 時　間 
平成22年8月11日から平成22年11月9日生まれで未接種の乳児 
平成22年9月11日から平成22年12月9日生まれで未接種の乳児 

4か月児健康診査 平成22年10月生まれの乳児 

平成21年 7月生まれの幼児 

平成21年  8月生まれの幼児 

3歳児健康診査 
平成19年12月生まれの幼児 

7か月児教室 平成22年 7月生まれの乳児 
2歳児教室 

●HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談 （�0795　 9365） 
　2月7日（月）・21日（月）・3月7日（月）13：30～14：30　※無料・匿名で受けられます 
●専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　    （�0795　 9365） 
　2月4日（金）・3月4日（金）13：30～15：00

平成21年  2月生まれの幼児 

平日、窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持 
参ください。妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。 

ネコの引き取り 

献血 

※教室には、開始時刻までにお越しください。 

曜　日 
第　1　土曜日 

第　3　土曜日 

第 2・4 土曜日に続く日曜日 

診療時間 
12：00～18：00

10：30～18：00

 9：00～17：00

1歳6か月児健康診査 

母子健康手帳交付 

BCG予防接種 

2月 17日（木） 
2月 15日（火） 

2月 25日（金） 

2月 10日（木） 
 3月 10日（木） 

2月  8日（火） 

平成20年 1月生まれの幼児 3月 8日（火） 

 2月 28日（月） 

2月  7日（月） 

3月 7日（月） 

13：30～14：30

13：00～14：30

9：00～16：30

10：00～15：30 
（昼休みも実施） 

◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください 

健
康
診
査
 

教
室
 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

広報「おの」　2011.2 28

人　口　50,466人（前月比  ＋5） 
　男　　24,589人　　　女　　25,877人 
世帯数　18,577世帯　　面積　  93.84㎞2

 

10：00～11：30※ 
9：30～11：00※ 

2 3 4

9 1110

16 17 18

8

23 24 25

6 7

/3 1

63

　　　　

◯ 42
◯ 42

◯ 42

月1回実施します。引き取りを希望される方は、市健康課（�◯3977）へご連絡ください。 
（保健センターが一時移転しているため、申出者へ日時・場所をお知らせします。） 

63

兵庫青野原病院 
南青野 
66-2233

会場はすべて伝統産業会館です 

坂本医院 
加東市上中 
0795-42-6660

田渕医院 
加東市新町 
0795-48-0160

小野市民病院 
中町 
63-2020 

詳しくは、ホームページ「北播磨いきいき情報」を
ご覧ください　当番病院は、消防署（� ◯ 0119）
で確認のうえ受診してください 

63

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォンサービス（� ◯７１１９）または、消防署（� ◯０１１９）で確認してください 63 63

ひまわりクリニック 
神明町 
62-7209

市場町 
62-7366

岡田内科医院 

曽野医院 
加東市東古瀬 
0795-42-6299

依藤診療所 
本町 
63-0028

山口内科医院 
本町 
64-0202

嬉野診療所 
加東市山国 
0795-42-8477

緑駿医院 
復井町 
66-2020

赤羽目医院 
加東市北野 

0795-48-5058
小野市民病院 
中町 
63-2020 

田渕医院 
加東市新町 
0795-48-0160

ますむら医院 
加東市上滝野 
0795-48-0704

土井病院 
復井町 
66-2119

井上医院 
加東市沢部 
0795-42-1190

神医院 
加東市森 
0795-47-0144

青山医院 
加東市吉井 
0795-46-0321

松尾内科 
黒川町 
64-0880 

兵庫青野原病院 
南青野 
66-2233

吉川医院 
加東市社 
0795-42-0105

つぼた小児科医院 
西本町 
62-2752

清水内科クリニック 
敷地町 
62-1005

神医院 
加東市森 
0795-47-0144

篠原医院 
粟生町 
65-2810

福岡クリニック 
神明町 
63-1600

柏木医院 
船木町 
67-0199

松原メイフラワー病院 
加東市藤田 
0795-42-8851

森下クリニック 
加東市社 
0795-42-0024

小島クリニック 
王子町 
64-2727

－ 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 伊佐治医院 
神明町 
63-7887

曽野医院 
加東市東古瀬 
0795-42-6299

柏木医院 
船木町 
67-0199

緑駿病院 
復井町 
66-2020 

育が丘クリニック 
樫山町 
62-8112

復井診療所 
復井町 
66-7318

赤羽目医院 
加東市北野 
0795-48-5058

東条診療所 
加東市新定 
0795-46-0048




